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【令和７年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 兼1 1前 ○ 2 2

1後 2 兼1 1後 ○ 2 2

3前・後 2 兼1 3前・後 ○ 2 1

3前・後 2 兼1 3前・後 ○ 2 1

3前・後 2 兼1 3前・後 ○ 2 1

3前・後 2 兼1 3前・後 ○ 2 1

2前・後 2 兼3 2前・後 ○ 2 5

2前・後 2 兼3 2前・後 ○ 2 6

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 4

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 3

1前・後 2 2 1前・後 ○ 2 4 2 1

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 14

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 4

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 1

1前・後 2 1 1前・後 ○ 2 3 1 4

1前・後 2 兼6 1前・後 ○ 2 10

１前 2 兼1 １前・後 ○ 2 3

3前・後 2 兼1 3前・後 ○ 2 1

2前・後 2 兼2 2前・後 ○ 2 9

１前・後 2 兼1 １前・後 ○ 2 4

2前・後 2 兼1 2前・後 ○ 2 4

1後 2 兼2 1後 ○ 2 22

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 2

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 2

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 6

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 3

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 3

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 2

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 7

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 4

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 2

1前・後 2 兼4 1前・後 ○ 2 7

1前・後 2 兼2 1前・後 ○ 2 2

1前・後 2 兼4 1前・後 ○ 2 2

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 2

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 3

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 2

1前・後 2 兼3 1前・後 ○ 2 3

1前・後 2 兼4 1前・後 ○ 2 4

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 1

1前・後 2 兼3 1前・後 ○ 2 9

1前・後 2 兼6 1前・後 ○ 2 1

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 1

1前・後 2 兼2 1前・後 ○ 2 2

1前・後 2 兼2 1前・後 ○ 2 3

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 4

1前・後 2 兼3 1前・後 ○ 2 4

1前・後 2 兼4 1前・後 ○ 2 8

小計（48科目） － 6 90 0 1 2 0 0 0 兼70 小計（48科目） 48 － － 6 90 0 6 3 0 0 0 142

自
然
系

数理の科学

記号論理学

生命の科学

環境の科学

自然の科学

先端科学と技術

AI社会の基礎

倫理学

文学

歴史学

文化人類学

言語論

社
会
系

社会学

経営学

経済学

法学

日本国憲法

現代の政治

地理学

社会福祉論

ジェンダー論

東北地域論

基

幹

教

員

以

外

の

教

員
（

助

手

を

除

く
）

教
養
教
育
科
目

T
G
ベ
ー

シ
ッ

ク

人
間
的
基
礎

聖書を学ぶ

キリスト教の歴史と思想

キリスト教学Ａ

キリスト教学Ｂ

キリスト教学Ｃ

キリスト教学Ｄ

共生社会と倫理

科学技術社会と倫理

よき社会生活のためにＡ（法律）

よき社会生活のためにＢ（福祉）

よき社会生活のためにＣ（健康）

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング

クリティカル・シンキング

情報リテラシー

統計的思考の基礎

科学的思考の基礎

課
題
探
究

キャリア形成の探究

東北学院史の探究

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置

データ活用による探究

地域ボランティア活動の探究

地域課題の探究

課題探究演習

共
通
教
養
科
目

人
文
系

哲学

芸術論

文化の歴史

音楽

共
通
教
養
科
目

人
文
系

哲学

現代の政治

地域課題の探究

課題探究演習

地理学

社会福祉論

ジェンダー論

東北地域論

自
然
系

数理の科学

記号論理学

生命の科学

環境の科学

自然の科学

先端科学と技術

AI社会の基礎

よき社会生活のためにＢ（福祉）

よき社会生活のためにＣ（健康）

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング

クリティカル・シンキング

情報リテラシー

統計的思考の基礎

科学的思考の基礎

芸術論

文化の歴史

音楽

倫理学

文学

歴史学

文化人類学

言語論

社
会
系

社会学

経営学

経済学

法学

日本国憲法

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

教
養
教
育
科
目

T
G
ベ
ー

シ
ッ

ク

人
間
的
基
礎

聖書を学ぶ

キリスト教の歴史と思想

キリスト教学Ａ

キリスト教学Ｂ

キリスト教学Ｃ

キリスト教学Ｄ

共生社会と倫理

２　授業科目の概要

＜人間科学部　心理行動科学科＞

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

科学技術社会と倫理

よき社会生活のためにＡ（法律）

課
題
探
究

キャリア形成の探究

東北学院史の探究

データ活用による探究

地域ボランティア活動の探究
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 兼1 1前 ○ 1 14

1後 1 兼1 1後 ○ 1 14

2前 1 兼1 2前 ○ 1 14

2後 1 兼1 2後 ○ 1 14

1前 2 兼1 1前 ○ 2 7

1前 2 兼2 1前 ○ 2 5

1前 2 兼1 1前 ○ 2 10

1前 2 兼1 1前 ○ 2 7

1後 2 兼1 1後 ○ 2 5

1後 2 兼2 1後 ○ 2 5

1後 2 兼1 1後 ○ 2 6

1後 2 兼1 1後 ○ 2 4

2前 1 兼1 2前 ○ 1 1

2前 1 兼2 2前 ○ 1 1

2前 1 兼1 2前 ○ 1 1

2前 1 兼1 2前 ○ 1 1

2前 1 兼1 2前 ○ 1 1

2前 1 兼1 2前 ○ 1 1

2前 1 兼1 2前 ○ 1 1

2前 1 兼1 2前 ○ 1 1

2後 1 兼1 2後 ○ 1 1

2後 1 兼2 2後 ○ 1 1

2後 1 兼1 2後 ○ 1 1

2後 1 兼1 2後 ○ 1 1

2後 1 兼1 2後 ○ 1 1

2後 1 兼2 2後 ○ 1 1

2後 1 兼1 2後 ○ 1 1

2後 1 兼1 2後 ○ 1 1

3前 1 兼1 3前 ○ 1 1

3前 1 兼2 3前 ○ 1 1

3前 1 兼1 3前 ○ 1 1

3前 1 兼1 3前 ○ 1 1

3後 1 兼1 3後 ○ 1 1

3後 1 兼2 3後 ○ 1 1

3後 1 兼1 3後 ○ 1 1

3後 1 兼1 3後 ○ 1 1

1前 1 兼1 1前 1 1

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 5

3前 1 兼1 3前 ○ 1 1

3後 1 兼1 3後 ○ 1 2

小計（40科目） 40 － 4 44 1 0 0 0 0 0 兼12 小計（40科目） 40 － － 4 44 1 0 0 0 0 0 53

1前・後 1 兼1 1前・後 ○ 1 2 3

1前・後 1 兼1 1前・後 ○ 1 2 1 5

1前・後 2 兼1 1前・後 ○ 2 1 1

小計（3科目） 3 － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 小計（3科目） 3 － － 0 4 0 4 1 0 0 0 8

2通 4 兼1 2通 ○ 4 1

1後 2 兼1 1後 ○ 2 1

1後 1 兼1 1後 ○ 1 1

小計（3科目） 3 － 0 7 0 0 0 0 0 0 兼1 小計（3科目） 3 － － 0 7 0 0 0 0 0 0 1

英語ⅢＢ（未開講）

保
健
体
育

科
目

スポーツ実技Ａ

スポーツ実技Ｂ

体育講義

フランス語ⅢＢ（未開講）

ドイツ語コミュニケーションＡ（未開講）

フランス語コミュニケーションＡ（未開講）

中国語コミュニケーションＡ（未開講）

韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ

ドイツ語ⅡＢ

フランス語ⅡＢ（未開講）

中国語ⅡＢ

韓国・朝鮮語ⅡＢ

ドイツ語コミュニケーションＢ（未開講）

留
学
科
目

海外研究Ａ（未開講）

海外研究Ｂ（未開講）

海外研究Ｃ（未開講）

中国語ⅢＢ（未開講）

韓国・朝鮮語ⅢＢ（未開講）

第
３
類

ベーシック英語

英語コミュニケーション

英語ⅢＡ

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員
（

助

手

を

除

く
）

外
国
語
科
目

第
１
類

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

第
２
類

ドイツ語ⅠＡ

フランス語ⅠＡ

中国語ⅠＡ

韓国・朝鮮語ⅠＡ

ドイツ語ⅠＢ

フランス語ⅠＢ

中国語ⅠＢ

韓国・朝鮮語ⅠＢ

ドイツ語ⅡＡ

フランス語ⅡＡ（未開講）

中国語ⅡＡ

韓国・朝鮮語ⅡＡ

フランス語コミュニケーションＢ（未開講）

中国語コミュニケーションＢ（未開講）

韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ

ドイツ語ⅢＡ（未開講）

フランス語ⅢＡ（未開講）

中国語ⅢＡ（未開講）

韓国・朝鮮語ⅢＡ（未開講）

ドイツ語ⅢＢ（未開講）

科目
区分

授業科目の名称

ベーシック英語

英語コミュニケーション

英語ⅢＢ

英語ⅢＡ

スポーツ実技Ａ

スポーツ実技Ｂ

英語ⅡＢ

第
２
類

ドイツ語ⅠＡ

フランス語ⅠＡ

中国語ⅠＡ

韓国・朝鮮語ⅠＡ

フランス語コミュニケーションＡ

中国語コミュニケーションＡ

韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ

中国語コミュニケーションＢ

体育講義

海外研究Ｂ

海外研究Ｃ

ドイツ語ⅢＢ

フランス語ⅢＢ

韓国・朝鮮語ⅢＢ

専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

ドイツ語ⅠＢ

保
健
体
育

科
目

外
国
語
科
目

第
１
類

中国語ⅡＢ

韓国・朝鮮語ⅡＢ

ドイツ語コミュニケーションＢ

ドイツ語ⅡＡ

韓国・朝鮮語ⅡＡ

中国語ⅠＢ

韓国・朝鮮語ⅠＢ

配
当
年
次

フランス語ⅡＡ

中国語ⅡＡ

単位数

ドイツ語ⅡＢ

ドイツ語ⅢＡ

フランス語ⅢＡ

中国語ⅢＡ

韓国・朝鮮語ⅢＡ

第
３
類

フランス語ⅡＢ

ドイツ語コミュニケーションＡ

海外研究Ａ

フランス語コミュニケーションＢ

英語ⅠＢ

中国語ⅢＢ

英語ⅡＡ

授業科目の名称

フランス語ⅠＢ

英語ⅠＡ

韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ

科目
区分

留
学
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 兼1 1前 ○ 1 1

1後 1 兼1 1後 ○ 1 1

2前 1 兼1 2前 ○ 1 1

2後 1 兼1 2後 ○ 1 1

小計（4科目） 4 － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 小計（4科目） 4 － － 0 4 0 0 0 0 0 0 2

1前 2 1 1前 ○ 2 1

1後 2 1 1後 ○ 2 1

1前 2 1 1前 ○ 2 1

1後 2 1 1後 ○ 2 1

1前 2 2 1 1前 ○ 2 2 1

1後 2 1 2 1後 ○ 2 2 1

1前 2 1 1前 ○ 2 1

2前 2 2 2前 ○ 2 2

2後 2 2 2後 ○ 2 2

2前 2 1 2前 ○ 2 1

2前 2 1 2前 ○ 2 1

2後 2 1 2後 ○ 2 1

2前 2 1 1 2前 ○ 2 1 1

2後 2 1 1 2後 ○ 2 1 1

2前 2 2 1 2前 ○ 2 4 1

2後 2 3 2後 ○ 2 3 1 1

2前 2 2 2前 ○ 2 1 1

2後 2 2 2後 ○ 2 1 1

2前 2 1 2 2前 ○ 2 1 1 1

2後 2 1 2 2後 ○ 2 2 1

1前 2 6 3 1前 ○ 2 8 1

1後 2 4 3 1 1後 ○ 2 5 3

3前 2 10 6 1 3前 ○ 2 13 4

3後 2 10 6 1 3後 ○ 2 13 4

3後 2 5 3 1 3後 ○ 2 7 2

3前 2 1 3前 ○ 2 1

3後 2 1 3後 ○ 2 1

4前 2 10 6 1 4前 ○ 2 13 3 1

4後 2 10 6 1 4後 ○ 2 13 3 1

3前 2 1 3前 ○ 2 1

2前 2 兼1 2前 ○ 2 1

3前 2 1 3前 ○ 2 1

3前 2 兼1 3前 ○ 2 1

3前 2 兼1 3前 ○ 2 1 4

3後 2 1 兼1 3後 ○ 2 1 1

2前 2 1 兼1 2前 ○ 2 2

3前 2 1 兼1 3前 ○ 2 2

3後 2 兼1 3後 ○ 2 1

2後 2 1 2後 ○ 2 1

3後 2 1 兼1 3後 ○ 2 1 1

心理学的支援法

心理行動科学特殊講義Ａ

実
験
・
実
習
科
目

心理学実験

心理的アセスメント

社会調査実習Ａ

社会調査実習Ｂ

運動学実験実習Ａ

運動学実験実習Ｂ

演
習
科
目

基礎演習Ａ

基礎演習Ｂ

演習Ａ

演習Ｂ

特殊研究

文献講読Ａ（未開講）

文献講読Ｂ

卒業研究Ａ

卒業研究Ｂ

専
門
科
目

専
門
基
盤
科
目

心理学概論

臨床心理学概論

社会学概論

社会調査基礎論

健康と身体活動の基礎Ａ

健康と身体活動の基礎Ｂ

研
究
方
法
科
目

基礎統計学

心理学研究法

心理学統計法

社会調査法

社会統計学

多変量解析

運動学研究法

運動学統計法

臨
床

障害者・障害児心理学

人体の構造と機能及び疾病

健康・医療心理学

福祉心理学

精神疾患とその治療

衛生公衆衛生学

学校保健Ⅰ

学校保健Ⅱ

学校安全及び緊急処置

基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員
（

助

手

を

除

く
）

外
国
人
及
び

帰
国
生
科
目

日本語ⅠＡ（未開講）

日本語ⅠＢ（未開講）

日本語ⅡＡ

日本語ⅡＢ（未開講）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数

演
習
科
目

基礎演習Ｂ

演習Ａ

演習Ｂ

特殊研究

文献講読Ａ

文献講読Ｂ

卒業研究Ａ

卒業研究Ｂ

臨
床

障害者・障害児心理学

人体の構造と機能及び疾病

健康・医療心理学

福祉心理学

精神疾患とその治療

衛生公衆衛生学

学校保健Ⅰ

専
門
科
目

専
門
基
盤
科
目

心理学概論

心理行動科学特殊講義Ａ

臨床心理学概論

社会学概論

運動学研究法

社会調査基礎論

健康と身体活動の基礎Ａ

基礎演習Ａ

健康と身体活動の基礎Ｂ

実
験
・
実
習
科
目

心理学実験

心理的アセスメント

社会調査実習Ａ

運動学実験実習Ｂ

日本語ⅠＢ

日本語ⅡＡ

日本語ⅡＢ

科目
区分

授業科目の名称

研
究
方
法
科
目

基礎統計学

心理学研究法

心理学統計法

社会調査実習Ｂ

運動学実験実習Ａ

社会調査法

社会統計学

多変量解析

運動学統計法

学校保健Ⅱ

日本語ⅠＡ

学校安全及び緊急処置

心理学的支援法

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

外
国
人
及
び

帰
国
生
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 2 2前 ○ 2 2

2前 2 1 2前 ○ 2 1

2後 2 1 2後 ○ 2 1

3後 2 兼1 3後 ○ 2 1

2前 2 1 2前 ○ 2 1

3後 2 1 3後 ○ 2 1

1前 2 2 1前 ○ 2 2

2前 2 2 2前 ○ 2 2

1前 2 2 1前 ○ 2 2

1後 2 1 1後 ○ 2 1

3後 2 1 兼1 3後 ○ 2 1 1

2前 2 1 2前 ○ 2 1

2前 2 2 2前 ○ 2 2

2前 2 1 2前 ○ 2 1

2後 2 1 2後 ○ 2 1

2前 2 1 2前 ○ 2 1

3前 2 兼1 3前 ○ 2 1

2後 2 兼1 2後 ○ 2 1

1後 2 兼1 1後 ○ 2 1

2後 2 1 2後 ○ 2 1

3後 2 1 3後 ○ 2 1

3後 2 1 3後 ○ 2 1

3後 2 1 3後 ○ 2 1

小計（63科目） 64 － 44 82 0 10 6 1 0 0 兼13 小計（63科目） 64 － － 44 82 0 13 4 0 0 0 21

1後 2 2 1 1後 2 1 2

3前 2 1 2 1 3前 2 2 2

3通 2 1 2 1 3通 2 2 2

小計（3科目） 3 － 0 6 0 1 2 1 0 0 0 小計（3科目） 3 － － 0 6 0 2 2 0 0 0 0

2前 1 兼2 2前 1 2

2後 1 1 1 兼1 2後 1 1 1 1

3前 1 兼2 3前 1 2

3後 1 1 兼2 3後 1 1 2

小計（4科目） 4 － 0 4 0 2 1 0 0 0 兼7 小計（4科目） 4 － － 0 4 0 2 1 0 0 0 7

免
許
お
よ
び
資
格
関
係
科
目

公

認

心

理

師

に

関

す

る

科

目

公認心理師の職責

心理演習

心理実習

教

員

免

許

状

の

教

科

に

関

す

る

科

目

体育実技Ⅰ（陸上競技・水泳）

体育実技Ⅱ（体つくり運動・器械運動・ダンス）

体育実技Ⅲ（武道）

体育実技Ⅳ（球技）

現代社会と心理

産業・組織心理学

司法・犯罪心理学

関係行政論

スポーツ社会学

スポーツマネジメント

不平等の社会学

家族社会学

心理行動科学特殊講義Ｃ

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員
（

助

手

を

除

く
）

専
門
科
目

個
人

知覚・認知心理学

学習・言語心理学

感情・人格心理学

神経・生理心理学

発達心理学

意思決定の科学

スポーツ心理学Ⅰ

スポーツ心理学Ⅱ

スポーツ生理学

運動方法学

心理行動科学特殊講義Ｂ

社
会

社会・集団・家族心理学

教育・学校心理学

ジェンダーの社会学

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

体育実技Ⅳ（球技）

不平等の社会学

家族社会学

心理行動科学特殊講義Ｃ

免
許
お
よ
び
資
格
関
係
科
目

公

認

心

理

師

に

関

す

る

科

目

公認心理師の職責

心理演習

心理実習

体育実技Ⅲ（武道）

運動方法学

心理行動科学特殊講義Ｂ

社
会

社会・集団・家族心理学

教育・学校心理学

ジェンダーの社会学

現代社会と心理

産業・組織心理学

司法・犯罪心理学

関係行政論

スポーツ社会学

スポーツマネジメント

学習・言語心理学

感情・人格心理学

神経・生理心理学

発達心理学

意思決定の科学

スポーツ心理学Ⅰ

スポーツ心理学Ⅱ

スポーツ生理学

体育実技Ⅱ（体つくり運動・器械運動・ダンス）

科目
区分

専
門
科
目

個
人

知覚・認知心理学

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

体育実技Ⅰ（陸上競技・水泳）

兼
任
・
兼
担

教

員

免

許

状

の

教

科

に

関

す

る

科

目

8



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 兼1 1前 2 1

1前・後 2 兼1 1前・後 2 1

1後 2 兼1 1後 2 1

3前・後 2 1 3前・後 2 1

2前 2 兼1 2前 2 1

2前・後 2 兼1 2前・後 2 1

3前・後 2 兼2 3前・後 2 2

2前・後 2 兼1 2前・後 2 3

3前・後 2 兼1 3前・後 2 1

2前・後 2 兼2 2前・後 2 2

2前・後 2 兼1 2前・後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 兼1 3前 2 1

3後 2 兼1 3後 2 1

4通 3 1 4通 3 1

4通 2 1 4通 2 1

4後 2 1 兼7 4後 2 1 7

3通 2 1 3通 2 1 2

小計（19科目） 19 － 0 39 0 2 0 0 0 0 兼10 小計（19科目） 19 － － 0 39 0 2 0 0 0 0 14

－ 54 280 1 10 6 1 0 0 兼114 － － 54 280 1 13 4 0 0 0 231合計（187科目）

卒業要件及び履修方法

　教養教育科目から34単位、外国語科目から6単位、専門科目から74単位、その他選択科目から10単位以上を
修得し、124単位以上修得すること。
　なお、教養教育科目の選択科目のうち、TGベーシック区分の「キリスト教学Ａ」、「キリスト教学Ｂ」、
「キリスト教学Ｃ」、「キリスト教学Ｄ」から２単位選択必修、「共生社会と倫理」、「科学技術社会と倫
理」から２単位選択必修、「よき社会生活のためにＡ（法律）」、「よき社会生活のためにＢ（福祉）」、
「よき社会生活のためにＣ（健康）」から２単位選択必修、「リーディング＆ライティング」、「クリティカ
ル・シンキング」から２単位選択必修、「統計的思考の基礎」、「科学的思考の基礎」から２単位選択必修、
課題探究区分から６単位選択必修、共通教養科目区分の人文系区分から４単位選択必修、社会系区分から４単
位選択必修、自然系区分から４単位選択必修とする。
　また、外国語科目の選択科目のうち、「ドイツ語ⅠＡ」 、「フランス語ⅠＡ」、「中国語ⅠＡ」、「 韓
国・朝鮮語ⅠＡ」、 「ドイツ語ⅠＢ」 、「フランス語ⅠＢ」 、「中国語ⅠＢ」 、「韓国・朝鮮語ⅠＢ」か
ら２単位選択必修とする。
　さらに、専門科目の選択科目のうち、個人区分の 「知覚・認知心理学」及び「学習・言語心理学」から２単
位、「スポーツ心理学Ⅱ」、「スポーツ生理学」及び「運動方法学」から２単位選択必修とする。

【履修登録上の制限】
　１年間に履修登録できる単位数の上限は、第１学年次から第３学年次を40単位とし、第４学年次を46単位と
する。ただし、資格科目については上限を超えて履修することができる。

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員
（

助

手

を

除

く
）

免
許
お
よ
び
資
格
関
係
科
目

教
職
等
に
関
す
る
科
目

教育基礎論

現代教職論

教育の制度と経営

特別支援教育論

教育課程論

道徳教育の理論と方法

特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法

教育の方法と技術

ICT活用の理論と方法

生徒指導・進路指導の理論と方法

教育相談の理論と方法

保健体育科教育法（概論）

保健体育科教育法（理論）

保健体育科教育法（実践）

保健体育科教育法（応用）

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習（中・高）

介護体験実習

合計（187科目）

卒業要件及び履修方法

　教養教育科目から34単位、外国語科目から6単位、専門科目から72単位、その他選択科目から12単位以
上を修得し、124単位以上修得すること。
　なお、教養教育科目の選択科目のうち、TGベーシック区分の「キリスト教学Ａ」、「キリスト教学
Ｂ」、「キリスト教学Ｃ」、「キリスト教学Ｄ」から２単位選択必修、「共生社会と倫理」、「科学技
術社会と倫理」から２単位選択必修、「よき社会生活のためにＡ（法律）」、「よき社会生活のために
Ｂ（福祉）」、「よき社会生活のためにＣ（健康）」から２単位選択必修、「リーディング＆ライティ
ング」、「クリティカル・シンキング」から２単位選択必修、「統計的思考の基礎」、「科学的思考の
基礎」から２単位選択必修、課題探究区分から６単位選択必修、共通教養科目区分の人文系区分から４
単位選択必修、社会系区分から４単位選択必修、自然系区分から４単位選択必修とする。
　また、外国語科目の選択科目のうち、「ドイツ語ⅠＡ」 、「フランス語ⅠＡ」、「中国語ⅠＡ」、「
韓国・朝鮮語ⅠＡ」、 「ドイツ語ⅠＢ」 、「フランス語ⅠＢ」 、「中国語ⅠＢ」 、「韓国・朝鮮語
ⅠＢ」から２単位選択必修とする。
　さらに、専門科目の選択科目のうち、個人区分の 「知覚・認知心理学」及び「学習・言語心理学」か
ら２単位選択必修とする。

【履修登録上の制限】
　１年間に履修登録できる単位数の上限は、第１学年次から第３学年次を40単位とし、第４学年次を46
単位とする。ただし、資格科目については上限を超えて履修することができる。

保健体育科教育法（実践）

保健体育科教育法（応用）

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習（中・高）

生徒指導・進路指導の理論と方法

教育相談の理論と方法

保健体育科教育法（概論）

保健体育科教育法（理論）

免
許
お
よ
び
資
格
関
係
科
目

教
職
等
に
関
す
る
科
目

教育基礎論

現代教職論

教育の制度と経営

特別支援教育論

教育課程論

道徳教育の理論と方法

特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法

介護体験実習

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

教育の方法と技術

ICT活用の理論と方法
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【令和６年度】 【令和５年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 兼3 1前 2 兼2

1後 2 兼2 1後 2 兼1

3前・後 2 兼1 3前・後 2 兼1

3前・後 2 兼1 3前・後 2 兼1

3前・後 2 兼1 3前・後 2 兼1

3前・後 2 兼1 3前・後 2 兼1

2前・後 2 兼5 2前・後 2 兼3

2前・後 2 兼6 2前・後 2 兼3

1前・後 2 兼4 1前・後 2 兼5

1前・後 2 兼3 1前・後 2 兼3

1前・後 2 5 2 兼1 1前・後 2 3 3 1 兼2

1前・後 2 兼15 1前・後 2 兼16

1前・後 2 兼3 1前・後 2 兼3

1前・後 2 兼1 1前・後 2 兼1

1前・後 2 2 兼4 1前・後 2 2 1 兼4

1前・後 2 兼11 1前・後 2 兼12

１前・後 2 兼4 １前・後 2 兼4

3前・後 2 兼1 3前・後 2 兼1

2前・後 2 兼9 2前・後 2 兼2

１前・後 2 兼4 １前・後 2 兼4

2前・後 2 兼4 2前・後 2 兼1

1後 2 兼21 1後 2 兼18

1前・後 2 兼3 1前・後 2 兼3

1前・後 2 兼3 1前・後 2 兼3

1前・後 2 兼6 1前・後 2 兼6

1前・後 2 兼2 1前・後 2 兼2

1前・後 2 兼3 1前・後 2 兼2

1前・後 2 兼2 1前・後 2 兼2

1前・後 2 兼7 1前・後 2 兼7

1前・後 2 兼4 1前・後 2 兼3

1前・後 2 兼2 1前・後 2 兼2

1前・後 2 兼7 1前・後 2 1 兼7

1前・後 2 兼2 1前・後 2 兼2

1前・後 2 兼2 1前・後 2 兼2

1前・後 2 兼2 1前・後 2 兼4

1前・後 2 兼3 1前・後 2 兼4

1前・後 2 兼3 1前・後 2 兼5

1前・後 2 兼3 1前・後 2 兼4

1前・後 2 兼4 1前・後 2 兼4

1前・後 2 兼1 1前・後 2 兼1

1前・後 2 兼10 1前・後 2 兼10

1前・後 2 兼3 1前・後 2 兼8

1前・後 2 兼1 1前・後 2 兼1

1前・後 2 兼2 1前・後 2 兼2

1前・後 2 兼4 1前・後 2 兼5

1前・後 2 兼5 1前・後 2 兼5

1前・後 2 兼4 1前・後 2 兼6

1前・後 2 兼8 1前・後 2 兼9

小計（48科目） 48 － 6 90 0 7 2 0 0 0 兼151 小計（48科目） 48 － 6 90 0 5 3 1 0 0 兼158

自
然
系

数理の科学

記号論理学

生命の科学

環境の科学

自然の科学

先端科学と技術

AI社会の基礎

経営学

経済学

法学

日本国憲法

現代の政治

地理学

社会福祉論

ジェンダー論

東北地域論

共
通
教
養
科
目

人
文
系

哲学

芸術論

文化の歴史

音楽

倫理学

文学

歴史学

キリスト教学Ａ

キリスト教学Ｂ

キリスト教学Ｃ

キリスト教学Ｄ

共生社会と倫理

科学技術社会と倫理

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

文化人類学

言語論

社
会
系

社会学

課
題
探
究

キャリア形成の探究

東北学院史の探究

データ活用による探究

地域ボランティア活動の探究

地域課題の探究

課題探究演習

よき社会生活のためにＡ（法律）

よき社会生活のためにＢ（福祉）

よき社会生活のためにＣ（健康）

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング

クリティカル・シンキング

情報リテラシー

統計的思考の基礎

科学的思考の基礎

教
養
教
育
科
目

T
G
ベ
ー

シ
ッ

ク

人
間
的
基
礎

聖書を学ぶ

キリスト教の歴史と思想

人
文
系

現代の政治

地理学

歴史学

文化人類学

社会福祉論

言語論

経営学

経済学

法学

日本国憲法

自
然
系

数理の科学

記号論理学

生命の科学

環境の科学

自然の科学

先端科学と技術

AI社会の基礎

社
会
系

社会学

東北地域論

共
通
教
養
科
目

データ活用による探究

ジェンダー論

音楽

倫理学

文学

文化の歴史

地域課題の探究

課題探究演習

哲学

芸術論

よき社会生活のためにＢ（福祉）

よき社会生活のためにＣ（健康）

知
的
基
礎

リーディング＆ライティング

クリティカル・シンキング

情報リテラシー

統計的思考の基礎

科学的思考の基礎

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

教
養
教
育
科
目

T
G
ベ
ー

シ
ッ

ク

人
間
的
基
礎

聖書を学ぶ

キリスト教の歴史と思想

キリスト教学Ａ

キリスト教学Ｂ

キリスト教学Ｃ

キリスト教学Ｄ

共生社会と倫理

科学技術社会と倫理

よき社会生活のためにＡ（法律）

課
題
探
究

キャリア形成の探究

東北学院史の探究

地域ボランティア活動の探究
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 兼13 1前 1 兼12

1後 1 兼13 1後 1 兼12

2前 1 兼12 2前 1 兼1

2後 1 兼12 2後 1 兼1

1前 2 兼7 1前 2 兼9

1前 2 兼4 1前 2 兼7

1前 2 兼8 1前 2 兼11

1前 2 兼7 1前 2 兼8

1後 2 兼5 1後 2 兼8

1後 2 兼4 1後 2 兼5

1後 2 兼6 1後 2 兼8

1後 2 兼4 1後 2 兼3

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼2

2前 1 兼2 2前 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼2

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼2

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

3前 1 兼2 3前 1 兼2

3前 1 兼1 3前 1 兼1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

3後 1 兼1 3後 1 兼1

3後 1 兼2 3後 1 兼2

3後 1 兼1 3後 1 兼1

3後 1 兼1 3後 1 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1前・後 2 兼3 1前・後 2 兼2

3前 1 兼1 3前 1 兼1

3後 1 兼1 3後 1 兼1

小計（40科目） 40 － 4 44 1 0 0 0 0 0 兼51 小計（40科目） 40 － 4 44 1 0 0 0 0 0 兼52

1前・後 1 1 兼4 1前・後 1 1 兼4

1前・後 1 2 兼4 1前・後 1 1 1 兼5

1前・後 2 1 兼1 1前・後 2 兼1

小計（3科目） 3 － 0 4 0 3 1 0 0 0 兼8 小計（3科目） 3 － 0 4 0 2 1 0 0 0 兼9

2通 4 兼1 2通 4 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

小計（3科目） 3 － 0 7 0 0 0 0 0 0 兼1 小計（3科目） 3 － 0 7 0 0 0 0 0 0 兼1

保
健
体
育

科
目

スポーツ実技Ａ

スポーツ実技Ｂ

体育講義

留
学
科
目

海外研究Ａ

海外研究Ｂ

海外研究Ｃ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ

ドイツ語ⅢＡ

フランス語ⅢＡ

中国語ⅢＡ

韓国・朝鮮語ⅢＡ

中国語ⅡＢ

韓国・朝鮮語ⅡＢ

ドイツ語コミュニケーションＢ

フランス語コミュニケーションＢ

中国語コミュニケーションＢ

フランス語コミュニケーションＡ

中国語コミュニケーションＡ

韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ

ドイツ語ⅡＢ

フランス語ⅡＢ

ドイツ語ⅡＡ

フランス語ⅡＡ

中国語ⅡＡ

韓国・朝鮮語ⅡＡ

ドイツ語コミュニケーションＡ

ドイツ語ⅠＢ

フランス語ⅠＢ

中国語ⅠＢ

韓国・朝鮮語ⅠＢ

外
国
語
科
目

第
１
類

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

第
２
類

ドイツ語ⅠＡ

フランス語ⅠＡ

中国語ⅠＡ

韓国・朝鮮語ⅠＡ

ドイツ語ⅢＢ

フランス語ⅢＢ

中国語ⅢＢ

韓国・朝鮮語ⅢＢ

第
３
類

ベーシック英語

英語コミュニケーション

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

海外研究Ｂ（未開講）

海外研究Ｃ（未開講）

ドイツ語ⅢＢ

フランス語ⅢＢ

中国語ⅢＢ

第
３
類

ベーシック英語

中国語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーション

英語ⅢＡ

第
１
類

保
健
体
育

科
目

スポーツ実技Ａ

スポーツ実技Ｂ

体育講義

留
学
科
目

海外研究Ａ（未開講）

単位数

韓国・朝鮮語ⅢＢ

英語ⅢＢ

韓国・朝鮮語コミュニケーションＢ

ドイツ語ⅢＡ

フランス語ⅢＡ

中国語ⅢＡ

韓国・朝鮮語ⅢＡ

中国語ⅡＢ

韓国・朝鮮語ⅡＢ

ドイツ語コミュニケーションＢ

フランス語コミュニケーションＢ

中国語コミュニケーションＢ

フランス語コミュニケーションＡ

ドイツ語ⅡＢ

ドイツ語ⅡＡ

外
国
語
科
目

フランス語ⅠＢ

中国語ⅠＢ

韓国・朝鮮語ⅠＢ

韓国・朝鮮語ⅠＡ

ドイツ語ⅠＢ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

第
２
類

ドイツ語ⅠＡ

フランス語ⅠＡ

中国語ⅠＡ

韓国・朝鮮語コミュニケーションＡ

ドイツ語コミュニケーションＡ

フランス語ⅡＢ

フランス語ⅡＡ

中国語ⅡＡ

韓国・朝鮮語ⅡＡ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

11



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

小計（4科目） 4 － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 小計（4科目） 4 － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 3 1前 2 2 1

1後 2 2 1 1後 2 1 2

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 2 2前 2 2

2後 2 2 2後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 2 2前 2 1 1

2後 2 1 1 2後 2 1 1

2前 2 4 2前 2 2 1

2後 2 3 1 2後 2 3

2前 2 2 2前 2 2

2後 2 2 2後 2 2

2前 2 2 1 2前 2 1 2

2後 2 2 1 2後 2 1 2

1前 2 9 1前 2 6 3

1後 2 5 3 1後 2 5 2 1

3前 2 14 3 3前 2 11 5 1

3後 2 14 3 3後 2 11 5 1

3後 2 7 2 3後 2 6 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 14 3 4前 2 11 5 1

4後 2 14 3 4後 2 11 5 1

3前 2 1 3前 2 1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 1 兼1 3後 2 1 兼1

2前 2 1 兼1 2前 2 1 兼1

3前 2 1 兼1 3前 2 1 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 兼1 3後 2 1 兼1

研
究
方
法
科
目

基礎統計学

心理学研究法

心理学統計法

臨
床

障害者・障害児心理学

人体の構造と機能及び疾病

健康・医療心理学

福祉心理学

精神疾患とその治療

衛生公衆衛生学

学校保健Ⅰ

学校保健Ⅱ

学校安全及び緊急処置

心理学的支援法

心理行動科学特殊講義Ａ

演
習
科
目

基礎演習Ａ

基礎演習Ｂ

演習Ａ

演習Ｂ

特殊研究

文献講読Ａ

文献講読Ｂ

卒業研究Ａ

卒業研究Ｂ

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

実
験
・
実
習
科
目

心理学実験

心理的アセスメント

社会調査実習Ａ

社会調査実習Ｂ

運動学実験実習Ａ

運動学実験実習Ｂ

社会調査法

社会統計学

多変量解析

運動学研究法

運動学統計法

専
門
科
目

専
門
基
盤
科
目

心理学概論

臨床心理学概論

社会学概論

社会調査基礎論

健康と身体活動の基礎Ａ

健康と身体活動の基礎Ｂ

外
国
人
及
び

帰
国
生
科
目

日本語ⅠＡ

日本語ⅠＢ

日本語ⅡＡ

日本語ⅡＢ

科目
区分

授業科目の名称

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

文献講読Ｂ

卒業研究Ａ

専
門
基
盤
科
目

社会調査実習Ｂ

特殊研究

文献講読Ａ

演
習
科
目

基礎演習Ａ

基礎演習Ｂ

演習Ａ

演習Ｂ

心理行動科学特殊講義Ａ

卒業研究Ｂ

専
門
科
目

心理学概論

実
験
・
実
習
科
目

心理学実験

心理的アセスメント

社会調査実習Ａ

臨床心理学概論

社会学概論

社会調査基礎論

健康と身体活動の基礎Ａ

健康と身体活動の基礎Ｂ

研
究
方
法
科
目

基礎統計学

社会統計学

多変量解析

心理学研究法

心理学統計法

外
国
人
及
び

帰
国
生
科
目

日本語ⅠＡ

日本語ⅠＢ

社会調査法

日本語ⅡＡ

臨
床

障害者・障害児心理学

人体の構造と機能及び疾病

健康・医療心理学

福祉心理学

精神疾患とその治療

衛生公衆衛生学

学校保健Ⅰ

学校保健Ⅱ

学校安全及び緊急処置

心理学的支援法

運動学実験実習Ａ

運動学実験実習Ｂ

運動学研究法

運動学統計法

日本語ⅡＢ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 2 2前 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

2前 2 1 2前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1前 2 2 1前 2 2

2前 2 2 2前 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

3後 2 1 兼1 3後 2 1 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 2 2前 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

小計（63科目） 64 － 44 82 0 14 3 0 0 0 兼13 小計（63科目） 64 － 44 82 0 11 5 1 0 0 兼13

1後 2 1 2 1後 2 1 1 1

3前 2 2 2 3前 2 2 1 1

3通 2 2 2 3通 2 2 1 1

小計（3科目） 3 － 0 6 0 2 2 0 0 0 0 小計（3科目） 3 － 0 6 0 2 1 1 0 0 0

2前 1 兼2 2前 1 兼2

2後 1 1 1 兼1 2後 1 1 1 兼1

3前 1 兼2 3前 1 兼2

3後 1 1 兼2 3後 1 1 兼2

小計（4科目） 4 － 0 4 0 2 1 0 0 0 兼7 小計（4科目） 4 － 0 4 0 2 1 0 0 0 兼7

心理行動科学特殊講義Ｃ

免
許
お
よ
び
資
格
関
係
科
目

公

認

心

理

師

に

関

す

る

科

目

公認心理師の職責

心理演習

心理実習

教

員

免

許

状

の

教

科

に

関

す

る

科

目

体育実技Ⅰ（陸上競技・水泳）

体育実技Ⅱ（体つくり運動・器械運動・ダンス）

体育実技Ⅲ（武道）

運動方法学

心理行動科学特殊講義Ｂ

社
会

社会・集団・家族心理学

教育・学校心理学

ジェンダーの社会学

現代社会と心理

産業・組織心理学

司法・犯罪心理学

体育実技Ⅳ（球技）

不平等の社会学

家族社会学

関係行政論

スポーツ社会学

スポーツマネジメント

専
門
科
目

個
人

知覚・認知心理学

学習・言語心理学

感情・人格心理学

神経・生理心理学

発達心理学

意思決定の科学

スポーツ心理学Ⅰ

スポーツ心理学Ⅱ

スポーツ生理学

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

教

員

免

許

状

の

教

科

に

関

す

る

科

目

体育実技Ⅰ（陸上競技・水泳）

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

体育実技Ⅲ（武道）

体育実技Ⅳ（球技）

スポーツマネジメント

不平等の社会学

家族社会学

心理行動科学特殊講義Ｃ

免
許
お
よ
び
資
格
関
係
科
目

公

認

心

理

師

に

関

す

る

科

目

公認心理師の職責

心理演習

心理実習

科目
区分

授業科目の名称

体育実技Ⅱ（体つくり運動・器械運動・ダンス）

スポーツ生理学

運動方法学

心理行動科学特殊講義Ｂ

社
会

社会・集団・家族心理学

教育・学校心理学

ジェンダーの社会学

現代社会と心理

産業・組織心理学

司法・犯罪心理学

関係行政論

スポーツ社会学

専
門
科
目

個
人

知覚・認知心理学

学習・言語心理学

感情・人格心理学

神経・生理心理学

発達心理学

意思決定の科学

スポーツ心理学Ⅰ

スポーツ心理学Ⅱ

配
当
年
次
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1前・後 2 兼1 1前・後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

3前・後 2 1 3前・後 2 1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2前・後 2 兼1 2前・後 2 兼1

3前・後 2 兼2 3前・後 2 兼2

2前・後 2 兼1 2前・後 2 兼1

3前・後 2 兼1 3前・後 2 兼1

2前・後 2 兼2 2前・後 2 兼2

2前・後 2 兼1 2前・後 2 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

4通 3 1 4通 3 1

4通 2 1 4通 2 1

4後 2 1 兼7 4後 2 1 兼7

3通 2 1 3通 2 1

小計（19科目） 19 － 0 39 0 2 0 0 0 0 兼10 小計（19科目） 19 － 0 39 0 2 0 0 0 0 兼10

－ 54 280 1 14 3 0 0 0 兼230 － 54 280 1 11 5 1 0 0 兼241

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　改正後大学設置基準等（令和４年10月１日施行）の適用以前については、改正前様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・　「基幹教員等の配置」欄は、大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は、「専任教員等の配置」としてください。
　　　・　「基幹教員等の配置」欄の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」は、大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は、
　　　　「専任教員以外の教員（助手を除く）」としてください。
　　　・　「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の授業科目全て（基幹教員（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は
　　　　「専任教員」）以外の教員（助手を除く）（改正後大学設置基準等の適用以前は兼任、兼担教員）が担当する科目を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準等（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　「認可時又は届出時」の「主要授業科目」欄は削除し、「基幹教員等の配置」欄は「専任教員等の配置」、「基幹教員以外の教員
　　　　（助手を除く）」欄は「兼任・兼担」としてください。その上で、各年度については、「基幹教員（大学院の研究科又は研究科の
　　　　専攻の場合は「専任教員」）」数は、認可時又は届出時の「専任教員」数との比較において変更となっている箇所、
　　　　「基幹教員以外の教員（助手を除く）（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は「専任教員以外の教員（助手を除く）」）」数は、
　　　　認可時又は届出時の「兼任・兼担」数との比較において変更となっている箇所を太字の赤字としてください。
　　　　（専任教員から基幹教員に変更したことをもって太字の赤字とする必要はありません。）　
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。
　　　　　その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。　　　　

介護体験実習

合計（187科目）

卒業要件及び履修方法

　教養教育科目から34単位、外国語科目から6単位、専門科目から74単位、その他選択科目から10単位以
上を修得し、124単位以上修得すること。
　なお、教養教育科目の選択科目のうち、TGベーシック区分の「キリスト教学Ａ」、「キリスト教学
Ｂ」、「キリスト教学Ｃ」、「キリスト教学Ｄ」から２単位選択必修、「共生社会と倫理」、「科学技
術社会と倫理」から２単位選択必修、「よき社会生活のためにＡ（法律）」、「よき社会生活のために
Ｂ（福祉）」、「よき社会生活のためにＣ（健康）」から２単位選択必修、「リーディング＆ライティ
ング」、「クリティカル・シンキング」から２単位選択必修、「統計的思考の基礎」、「科学的思考の
基礎」から２単位選択必修、課題探究区分から６単位選択必修、共通教養科目区分の人文系区分から４
単位選択必修、社会系区分から４単位選択必修、自然系区分から４単位選択必修とする。
　また、外国語科目の選択科目のうち、「ドイツ語ⅠＡ」 、「フランス語ⅠＡ」、「中国語ⅠＡ」、「
韓国・朝鮮語ⅠＡ」、 「ドイツ語ⅠＢ」 、「フランス語ⅠＢ」 、「中国語ⅠＢ」 、「韓国・朝鮮語
ⅠＢ」から２単位選択必修とする。
　さらに、専門科目の選択科目のうち、個人区分の 「知覚・認知心理学」及び「学習・言語心理学」か
ら２単位、「スポーツ心理学Ⅱ」、「スポーツ生理学」及び「運動方法学」から２単位選択必修とす
る。

【履修登録上の制限】
　１年間に履修登録できる単位数の上限は、第１学年次から第３学年次を40単位とし、第４学年次を46
単位とする。ただし、資格科目については上限を超えて履修することができる。

免
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び
資
格
関
係
科
目

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

保健体育科教育法（実践）

保健体育科教育法（応用）

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習（中・高）

ICT活用の理論と方法

生徒指導・進路指導の理論と方法

教育相談の理論と方法

保健体育科教育法（概論）

保健体育科教育法（理論）

教
職
等
に
関
す
る
科
目

教育基礎論

現代教職論

教育の制度と経営

特別支援教育論

教育課程論

道徳教育の理論と方法

特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法

教育の方法と技術

科目
区分

授業科目の名称

介護体験実習

合計（187科目）

卒業要件及び履修方法

　教養教育科目から34単位、外国語科目から6単位、専門科目から74単位、その他選択科目から10単位以
上を修得し、124単位以上修得すること。
　なお、教養教育科目の選択科目のうち、TGベーシック区分の「キリスト教学Ａ」、「キリスト教学
Ｂ」、「キリスト教学Ｃ」、「キリスト教学Ｄ」から２単位選択必修、「共生社会と倫理」、「科学技
術社会と倫理」から２単位選択必修、「よき社会生活のためにＡ（法律）」、「よき社会生活のために
Ｂ（福祉）」、「よき社会生活のためにＣ（健康）」から２単位選択必修、「リーディング＆ライティ
ング」、「クリティカル・シンキング」から２単位選択必修、「統計的思考の基礎」、「科学的思考の
基礎」から２単位選択必修、課題探究区分から６単位選択必修、共通教養科目区分の人文系区分から４
単位選択必修、社会系区分から４単位選択必修、自然系区分から４単位選択必修とする。
　また、外国語科目の選択科目のうち、「ドイツ語ⅠＡ」 、「フランス語ⅠＡ」、「中国語ⅠＡ」、「
韓国・朝鮮語ⅠＡ」、 「ドイツ語ⅠＢ」 、「フランス語ⅠＢ」 、「中国語ⅠＢ」 、「韓国・朝鮮語
ⅠＢ」から２単位選択必修とする。
　さらに、専門科目の選択科目のうち、個人区分の 「知覚・認知心理学」及び「学習・言語心理学」か
ら２単位、「スポーツ心理学Ⅱ」、「スポーツ生理学」及び「運動方法学」から２単位選択必修とす
る。

【履修登録上の制限】
　１年間に履修登録できる単位数の上限は、第１学年次から第３学年次を40単位とし、第４学年次を46
単位とする。ただし、資格科目については上限を超えて履修することができる。

保健体育科教育法（実践）

保健体育科教育法（応用）

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習（中・高）

ICT活用の理論と方法

生徒指導・進路指導の理論と方法

教育相談の理論と方法

保健体育科教育法（概論）

保健体育科教育法（理論）
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単位数 専任教員等の配置
兼
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・
兼
担
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お
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関
係
科
目
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職
等
に
関
す
る
科
目

教育基礎論

現代教職論

教育の制度と経営

特別支援教育論

教育課程論

道徳教育の理論と方法

特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法

教育の方法と技術

科目
区分

授業科目の名称

　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）又は（旧）と追記してください。
　　　　　（例：記載順）【認可時又は届出時】→【令和７年度】(新)→【令和６年度】(新)→【令和５年度】→【令和４年度】→【令和７年度】(旧)→【令和６年度】(旧)
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【令和５年度】
・履修者数増加の理由により開講コマを増やしたため、次の科目の「専任教員」欄または「兼任・兼担」欄を変更。
　「英語コミュニケーション」兼1→2
　「スポーツ実技Ａ」教授0→1、兼1→4
　「スポーツ実技Ｂ」教授0→1、准教授0→1、兼1→5
　「社会学」教授0→1、兼1→7

・統合されたキャンパスの文理融合を促進することを目的として、全学共通科目の位置付けとしたことにより履修可能なコマ数が増加したため、次の科目の「兼任・兼
担」欄を変更。
　「よき社会生活のためにＡ（法律）」兼1→5
　「よき社会生活のためにＢ（福祉）」兼1→3
　 「リーディング＆ライティング」兼1→16
　「クリティカル・シンキング」兼1→3
　「統計的思考の基礎」教授1→2、准教授0→1、兼0→4
　「科学的思考の基礎」兼6→12
　「地域ボランティア活動の探究」兼1→4
　「課題探究演習」兼2→19
　「哲学」兼1→3
　「芸術論」兼1→3
　「文化の歴史」兼1→6
　「音楽」兼1→2
　「倫理学」兼1→2
　「文学」兼1→2
　「歴史学」兼1→7
　「文化人類学」兼1→3
　「言語論」兼1→2
　「社会学」教授0→1、兼1→7
　「法学」兼1→4
　「日本国憲法」兼1→4
　「現代の政治」兼1→5
　「地理学」兼3→4
　「東北地域論」兼3→10
　「数理の科学」兼6→8
　「環境の科学」兼2→5
　「自然の科学」兼1→5
　「先端科学と技術」兼3→6
　「AI社会の基礎」兼4→9

・2023年4月昇任による職位変更のため、次の科目の「専任教員等の配置」欄を変更。併せて、統合されたキャンパスの文理融合を促進することを目的として全学共通科目
の位置付けとしたことにより履修可能なコマ数が増加したため、次の科目の「兼任・兼担」欄を変更。
　「よき社会生活のためにＣ（健康）」教授0→3、准教授2→3、講師0→1、兼0→2

・統合されたキャンパスの文理融合を促進することを目的として、全学共通科目の位置付けとしたことにより、次の科目の「配当年次」欄及び「兼任・兼担」欄を変更。
　「キャリア形成の探究」1前→1前・後、兼1→4

・教育課程編成上の都合により、次の科目の「兼任・兼担」欄を変更。
　「聖書を学ぶ」兼1→2
　「経済学」兼4→2

・教養教育センターが習熟度によるクラス編成を実施し、開講コマを増やしたことにより、次の科目の「兼任・兼担」欄を変更。
　「英語ⅠＡ」兼1→12
　「英語ⅠＢ」兼1→12

・教養教育センターが第二外国語に関して少人数クラス編成を導入し、開講コマを増やしたことにより、次の科目の「兼任・兼担」欄を変更。
　「ドイツ語ⅠＡ」兼1→9
　「フランス語ⅠＡ」兼2→7
　「中国語ⅠＡ」兼1→11
　「韓国・朝鮮語ⅠＡ」兼1→8
　「ドイツ語ⅠＢ」兼1→8
　「フランス語ⅠＢ」兼2→5
　「中国語ⅠＢ」兼1→8
　「韓国・朝鮮語ⅠＢ」兼1→3

・2023年4月昇任による職位変更のため、次の科目の「専任教員等の配置」欄を変更。
　「臨床心理学概論」教授0→1、准教授1→0
　「基礎演習Ｂ」教授4→5、准教授3→2
　「特殊研究」教授5→6、准教授3→2
　「心理学的支援法」教授0→1、准教授1→0
　「公認心理師の職責」教授0→1、准教授2→1
　「心理演習」教授1→2、准教授2→1
　「心理実習」教授1→2、准教授2→1
　「演習Ａ」教授10→11、准教授6→5
　「演習Ｂ」教授10→11、准教授6→5
　「卒業研究Ａ」教授10→11、准教授6→5
　「卒業研究Ｂ」教授10→11、准教授6→5

・教職課程認定申請との関係上、次のとおり卒業要件及び履修方法を変更
　（旧）教養教育科目から34単位、外国語科目から6単位、専門科目から72単位、その他選択科目から12単位以上を修得し、124単位以上修得すること。（略）さらに、専
門科目の選択科目のうち、個人区分の 「知覚・認知心理学」及び「学習・言語心理学」から２単位選択必修とする。

（新）教養教育科目から34単位、外国語科目から6単位、専門科目から74単位、その他選択科目から10単位以上を修得し、124単位以上修得すること。（略）さらに、専門
科目の選択科目のうち、個人区分の 「知覚・認知心理学」及び「学習・言語心理学」から２単位、「スポーツ心理学Ⅱ」、「スポーツ生理学」及び「運動方法学」から２
単位選択必修とする。
　

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容
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【令和６年度】
・統合されたキャンパスの文理融合を促進することを目的として、全学共通科目の位置付けとしたことにより履修可能なコマ数が増加したため、次の科目の「兼任・兼
担」欄を変更。
　「共生社会と倫理」兼3→5
　「科学技術社会と倫理」兼3→6
　「データ活用による探究」兼2→9
　「地域課題の探究」兼1→4

・教育課程編成上の都合により、次の科目の「専任教員等の配置」欄を変更。
　「統計的思考の基礎」准教授1→0
　「社会学」教授1→0
　「心理的アセスメント」准教授0→1

・教育課程編成上の都合により、次の科目の「兼任・兼担」欄を変更。
　「聖書を学ぶ」兼2→3
　「キリスト教の歴史と思想」兼1→2
　「よき社会生活のためにＡ（法律）」兼5→4
　「リーディング＆ライティング」兼16→15
　「科学的思考の基礎」兼12→11
　「課題探究演習」兼18→21
　「倫理学」兼2→3
　「文化人類学」兼3→4
　「法学」兼4→2
　「日本国憲法」兼4→3
　「現代の政治」兼5→3
　「地理学」兼4→3
　「数理の科学」兼8→3
　「環境の科学」兼5→4
　「先端科学と技術」兼6→4
　「AI社会の基礎」兼9→8

・教養教育センターが習熟度によるクラス編成を実施し、開講コマを増やしたことにより、次の科目の「兼任・兼担」欄を変更。
　「英語ⅠＡ」兼12→13
　「英語ⅠＢ」兼12→13
　「英語ⅡＡ」兼1→12
　「英語ⅡＢ」兼1→12

・教養教育センターが第二外国語に関して開講コマを見直したことにより、次の科目の「兼任・兼担」欄を変更。
　「ドイツ語ⅠＡ」兼9→7
　「フランス語ⅠＡ」兼7→4
　「中国語ⅠＡ」兼11→8
　「韓国・朝鮮語ⅠＡ」兼8→7
　「ドイツ語ⅠＢ」兼8→5
　「フランス語ⅠＢ」兼5→4
　「中国語ⅠＢ」兼8→6
　「韓国・朝鮮語ⅠＢ」兼3→4
　「フランス語ⅡＡ」兼2→1
　「中国語ⅡＡ」兼1→2
　「フランス語ⅡＢ」兼2→1
　「フランス語コミュニケーションＢ」兼2→1

・履修者数増加の理由により開講コマを増やしたため、次の科目の「専任教員等の配置」欄を変更。
　「体育講義」准教授0→1

・履修者数増加の理由により開講コマを増やしたため、次の科目の「兼任・兼担」欄を変更。
　「英語コミュニケーション」兼2→3

・2024年4月昇任による職位変更のため、次の科目の「専任教員等の配置」欄を変更。
　「健康と身体活動の基礎Ｂ」教授1→2、准教授2→1
　「運動学実験実習Ｂ」教授1→2、准教授2→1
　「基礎演習Ａ」教授6→9、准教授3→0
　「スポーツマネジメント」教授0→1、准教授1→0
　「演習Ａ」教授11→14、准教授5→3、講師1→0
　「演習Ｂ」教授11→14、准教授5→3、講師1→0
　「卒業研究Ａ」教授11→14、准教授5→3、講師1→0
　「卒業研究Ｂ」教授11→14、准教授5→3、講師1→0
　「特殊研究」教授6→7、講師1→0
　「文献講読Ａ」教授0→1、准教授1→0
　「意思決定の科学」教授0→1、准教授1→0
　「産業・組織心理学」教授0→1、准教授1→0
　「健康と身体活動の基礎Ａ」教授2→3、准教授1→0
　「運動学研究法」教授1→2、准教授1→0
　「運動学実験実習Ａ」教授1→2、准教授2→1
　「文献講読Ｂ」教授0→1、准教授1→0
　「学校保健Ⅰ」教授0→1、准教授1→0
　「学校保健Ⅱ」教授0→1、准教授1→0
　「基礎演習Ｂ」准教授2→3、講師1→0
　「感情・人格心理学」准教授0→1、講師1→0
　「公認心理師の職責」准教授1→2、講師1→0
　「心理演習」准教授1→2、講師1→0
　「心理実習」准教授1→2、講師1→0

・2024年4月昇任による職位変更のため、次の科目の「専任教員等の配置」欄を変更。併せて、教育課程編成上の都合により、「兼任・兼担」欄を変更。
　「よき社会生活のためにＣ（健康）」教授3→5、准教授3→2、講師1→0、兼2→1
　「スポーツ実技Ｂ」教授1→2、准教授1→0、兼5→4

　　　　 　　　　

・2024年4月昇任による職位変更及び教育課程編成上の都合により、次の科目の「専任教員等の配置」欄を変更。
　「心理学実験」教授2→4、准教授1→0
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【令和７年度】

(注)・  ２（１）-① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、基幹教員等の配置の変更、
　　　　主要授業科目の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。
　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。また、改正後大学設置基準（令和４年10月１日施行）の
　　　　適用により、専任教員から基幹教員に変更した場合（例：「専任教員　教授１」から「基幹教員　教授１」に変更）や、
　　　　兼任・兼担教員から基幹教員以外の教員に変更した場合　（例：「兼任教員１」から「基幹教員以外の教員１」に変更）については、
　　　　記入しないでください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

・令和７年度より改正後大学設置基準（令和４年10月１日施行）を適用。

・新規教員採用のため、次の科目の「基幹教員等の配置」欄を変更。
　「社会調査基礎論」教授1→0、准教授0→1
　「社会調査法」教授1→0、准教授0→1
　「社会調査実習Ａ」教授2→1、准教授0→1
　「社会調査実習Ｂ」教授2→1、准教授0→1
　「現代社会と心理」教授1→0、准教授0→1

・新規教員採用及び教育課程編成上の都合により、次の科目の「基幹教員等の配置」欄を変更。
　「統計的思考の基礎」教授2→3、准教授0→1

・新規教員採用及び担当教員がサバティカルのため次の科目の「基幹教員等の配置」欄を変更。
　「基礎演習Ａ」教授9→8、准教授0→1
　「演習Ａ」教授14→13、准教授3→4
　「演習Ｂ」教授14→13、准教授3→4

・担当教員がサバティカルのため次の科目の「基幹教員等の配置」欄を変更。
　「よき社会生活のためにＣ（健康）」教授5→4

・担当教員がサバティカルのため次の科目の「基幹教員等の配置」欄及び「基幹教員以外の教員（助手を除く）」欄を変更。
　「健康と身体活動の基礎Ａ」教授3→2、基幹教員以外の教員0→1
　「運動学研究法」教授2→1、基幹教員以外の教員0→1
　「運動学実験実習Ａ」教授2→1、基幹教員以外の教員0→1
　「文献講読Ｂ」教授1→0、基幹教員以外の教員0→1
　「学校保健Ⅰ」教授1→0、基幹教員以外の教員1→2
　「学校保健Ⅱ」教授1→0、基幹教員以外の教員1→2
　「卒業研究Ａ」教授14→13、基幹教員以外の教員0→1
　「卒業研究Ｂ」教授14→13、基幹教員以外の教員0→1

・教育課程編成上の都合により、次の科目の「基幹教員等の配置」欄及び「基幹教員以外の教員（助手を除く）」欄を変更。
　「スポーツ実技Ａ」教授1→2、基幹教員以外の教員4→3
　「スポーツ実技Ｂ」准教授0→1、基幹教員以外の教員4→5
　「精神疾患とその治療」准教授0→1、基幹教員以外の教員1→4

・授業運営上の理由により次の科目の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」欄を変更。
　「心理学実験」0→1
　「心理的アセスメント」0→1

・教育課程編成上の都合により、次の科目の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」欄を変更。
　「聖書を学ぶ」3→2
　「リーディング＆ライティング」15→14
　「クリティカル・シンキング」3→4
　「科学的思考の基礎」11→10
　「キャリア形成の探究」4→3
　「課題探究演習」21→22
　「哲学」3→2
　「芸術論」3→2
　「音楽」2→3
　「現代の政治」3→2
　「東北地域論」10→9
　「数理の科学」3→1
　「環境の科学」4→3
　「自然の科学」5→4
　「英語コミュニケーション」3→5
　「英語ⅢＢ」1→2

・教養教育センターが習熟度によるクラス編成を実施し、開講コマを増やしたことにより、次の科目の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」欄を変更。
　「英語ⅠＡ」13→14
　「英語ⅠＢ」13→14
　「英語ⅡＡ」12→14
　「英語ⅡＢ」12→14

・教養教育センターが第二外国語に関して開講コマ数を見直したことにより、次の科目の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」欄を変更。
　「フランス語ⅠＡ」4→5
　「中国語ⅠＡ」8→10
　「フランス語ⅠＢ」4→5
　「中国語ⅡＡ」2→1
　「フランス語ⅢＡ」2→1
　「フランス語ⅢＢ」2→1

・教職課程センターの教育課程編成上の都合により、次の科目の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」欄を変更。
　「教育の方法と技術」1→3
　「介護体験実習」0→2
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

(注)・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

(注)・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

(注)・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

該当なし。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　ください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

該当なし

廃止の理由、代替措置の有無

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

　　　・　該当がない場合は「廃止の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

該当なし

　　　　ください。
　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」
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兼担 教授

和田　正春
（57）

＜令和5年4月＞
商学修士※ 兼担 教授

和田　正春
（58）

＜令和5年4月＞
商学修士※ その

他
教授

和田　正春
（59）

＜令和5年4月＞
商学修士※

東北地域論 東北地域論 東北地域論

伊藤　晶文
（52）

＜令和5年4月＞
博士（理学）

現代の政治

兼担 教授

三須　拓也
（50）

＜令和5年4月＞
博士（法学）

兼担 教授

三須　拓也
（51）

＜令和5年4月＞
博士（法学）

現代の政治
リーディング＆ライティング
課題探究演習
現代の政治

兼担 教授

齋藤　誠
（69）

＜令和5年4月＞
法学修士

熊谷　正朗
（50）

＜令和5年4月＞
博士（工学）

環境の科学 環境の科学

兼担 教授

遠藤　隆幸
（48）

＜令和5年4月＞
修士（法学）※

課題探究演習

兼担 教授

伊藤　晶文
（51）

＜令和5年4月＞
博士（理学） 兼担 教授

その
他

教授

熊谷　正朗
（51）

＜令和5年4月＞
博士（工学）

課題探究演習 課題探究演習 課題探究演習

兼担 教授

政岡　伸洋
（58）

＜令和5年4月＞
博士(文学) 兼担 教授

政岡　伸洋
（59）

＜令和5年4月＞
博士(文学) その

他
教授

政岡　伸洋
（60）

＜令和5年4月＞
博士(文学)

課題探究演習 課題探究演習※ 課題探究演習※

兼担 教授

熊谷　正朗
（49）

＜令和5年4月＞
博士（工学） 兼担 教授

法学

兼担 教授

渡辺　昭一
（69）

＜令和5年4月＞
文学修士※ 兼担 教授

渡辺　昭一
（70）

＜令和5年4月＞
文学修士※ その

他
教授

渡辺　昭一
（71）

＜令和5年4月＞
文学修士※

歴史学 歴史学 歴史学

兼担 教授

辻田　芳幸
（55）

＜令和5年4月＞
修士（法学）

淡野　照義
（65）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

課題探究演習

兼担 教授

櫻井　一弥
（50）

＜令和5年4月＞
博士（工学） 兼担 教授

櫻井　一弥
（51）

＜令和5年4月＞
博士（工学） その

他
教授

櫻井　一弥
（52）

＜令和5年4月＞
博士（工学）

課題探究演習 課題探究演習※ 課題探究演習※

兼担 教授

渡辺　通子
（64）

＜令和5年4月＞
修士（教育学）※

その
他

教授

淡野　照義
（66）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

データ活用による探究
科学技術社会と倫理※

データ活用による探究
科学技術社会と倫理※

兼担 教授
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吉川　英機
（56）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

志子田　有光
（61）

＜令和6年4月＞
博士（工学） その

他
教授

志子田　有光
（62）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

データ活用による探究 データ活用による探究

佐々木　くみ
（49）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

その
他

教授

吉川　英機
（57）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

データ活用による探究
先端科学と技術※

データ活用による探究
先端科学と技術※

兼担 教授

椎名　雄一郎
（50）

＜令和6年4月＞
修士（音楽） その

他
教授

椎名　雄一郎
（51）

＜令和6年4月＞
修士（音楽）

キリスト教の歴史と思想
聖書を学ぶ
課題探究演習

キリスト教の歴史と思想
聖書を学ぶ
課題探究演習

兼担 教授

その
他

教授

佐々木　くみ
（50）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

課題探究演習 課題探究演習

その他 教授

泉　順子
(51)

＜令和7年4月＞
博士(比較文学)

兼担 教授

課題探究演習

その他 教授

村山　貴俊
(55)

＜令和7年4月＞
博士（経営学）

経営学

その他 教授

黒坂　愛衣
(47)

＜令和7年4月＞
博士（学術）

社会学

兼担 准教授

定池　祐季
（43）

＜令和5年4月＞
博士（文学）

兼担
准教
授

定池　祐季
（43）

＜令和5年4月＞
博士（文学）

兼担 准教授

定池　祐季
（44）

＜令和5年4月＞
博士（文学）

その他 教授

小沼　孝博
(48)

＜令和7年4月＞
博士（文学）

歴史学

兼担 准教授

土原(高梨)　和子
（53）

＜令和5年4月＞
博士（理学）

兼担
准教
授

土原(高梨)　和子
（53）

＜令和5年4月＞
博士（理学）

兼担 准教授

土原(高梨)　和子
（54）

＜令和5年4月＞
博士（理学）

その
他

准教授

定池　祐季
（45）

＜令和5年4月＞
博士（文学）

共生社会と倫理

環境の科学
社会学
課題探究演習
共生社会と倫理

環境の科学
社会学
課題探究演習
共生社会と倫理

環境の科学
共生社会と倫理

兼担 准教授

﨑山　俊雄
（47）

＜令和5年4月＞
博士（工学） 兼担

准教
授

﨑山　俊雄
（47）

＜令和5年4月＞
博士（工学） 兼担 准教授

﨑山　俊雄
（48）

＜令和5年4月＞
博士（工学） その

他
准教授

﨑山　俊雄
（49）

＜令和5年4月＞
博士（工学）

科学技術社会と倫理 科学技術社会と倫理 科学技術社会と倫理※ 科学技術社会と倫理※

その
他

准教授

土原(高梨)　和子
（55）

＜令和5年4月＞
博士（理学）

科学的思考の基礎
生命の科学

科学的思考の基礎
生命の科学

科学的思考の基礎
生命の科学

科学的思考の基礎
生命の科学

兼担 准教授

村上　弘志
（48）

＜令和5年4月＞
博士（理学）

兼担 教授

村上　弘志
（48）

＜令和5年4月＞
博士（理学）

兼担 教授

村上　弘志
（49）

＜令和5年4月＞
博士（理学） その

他
教授

村上　弘志
（50）

＜令和5年4月＞
博士（理学）

（サバティカルR7.4.1～
R7.7.31）

科学的思考の基礎
自然の科学

科学的思考の基礎
自然の科学

科学的思考の基礎
自然の科学

科学的思考の基礎
自然の科学
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